
床後毎ことに枕抜7軸 堵 明に発達している｡したがって

今回の研究においてはアカゲザルにおいて枕抜LTTの各並

枝にHRP治液を注入してrf]脳切抜の逆行性に耽りこま

れた拙m細胞の分布を明らかにすることにより.この系

の企肉類との比校映肘をする口的で行なわれた｡

3刑のアカゲザルにおいてJIPn企塩水で500/Oに溶解し
た ⅠIRPを下枕抜.内仇TJ比はおよび外qlrJ比核にそれぞれ

0.1-0.2mlを旺入し,3口lmの生存後.逆行性に梯誠

された細胞を IT202を含むTetrahydrochlochlorideで

処Ⅲ.【l1脳例規における分布を調べた.

下枕技への注入例においては上丘ことにその践灰白層

においてかなりの数の標識細胞がみられるが.内側およ

び外qLFJ枕核への注入例では上丘においては標識細胞がほ
とんど認められず.わずかに認められるものも企て探部

ことに探灰白層に存在する｡また内川比核への注入例に

おいては Nuclinterpecluncularis,Nuclparabranchト

alis等にも標識細胞が認められる｡

以上の所見よりサルにおいても上丘からの上行線弧は

存在し.これらの起始はネコにおけると同様践灰白眉に

あり.祝柾では枕抜群とくに下比核へ投打することがま'J.

められたが.この系の詳細な17JJa規約さらには皮fTrとの

凹迎については今回の研光では十分明らかにすることが

できなかった｡

Ⅹ線像に依る霊長類預萱の形態学的研究

茂原 信生 (独協医大)

霊長湖の117R母の計測による研究は.計測方iLiの確立し
ているヒトの計btrJガは･をそのまま応用して行われてき

た.しかし.変只に富んだ霊長加grl骨の形倍を.ヒトの

韮準で考雛してゆくことは.式班な瓜を兄のがす恐れが
あり.この点についての試論も活発である.

木咋皮のjt･同利用研光では.正広糊研究所所布の霊長
対i(コロンブス･モンキー)を中心とし.さらに日本モ

ンキー･センターのヒヒを借用し.従来提唱されてきた

韮準乱 すなわち.

1) 耳限平面 (フランクフル ト水平面)

2) 臼歯列を韮準とする田

3) 節骨節奴を韮準とする田

4) ナジオンーパジオン線

杏.X根性によって.それぞれの柑故を仏討することを
主眼とした｡また.この際に.従米のコはl雌畔では佃祝

されていた下顎骨を脚 :j･に氾L13することによって,頭骨

全休を現品するJIはを用いた｡このことによって各形質
の.ql部に占める相対的な位17qm旅の把握に.新たな観

点を叩入することが山北よう.

また.nJ長lIlにおける一つの大きな進化傾向と考えら

れている ｢吻知の退納｣に大きな比爪を占めている約31

骨の比校を行うため.嗣31冊と他の･Jnl･とのn口の払合に.

バリウムを虫布し.X線上での脈折を容易とするカはを
用いた｡パ ])ウムの放れは.他の計かrJ点 にも行い.良い
紙iT王を1'rJLている｡

今後.木咋政の粒形によって得られた汽料をもとに.
兆qF'.田についてさらに考察を加えてゆきたい.

霊長目におけるTIiPAの多型現象に関する

研究1)

田名部雄一 (岐阜農 ･大)

霊長目に屈するいろいろの種について,サイロキシン

結合プレアルブミン(TBPA)の多型現象における遺伝
子頻皮について.さらにデータを追加して調べた.

現在まで通辞1949個体のヒトおよびサルの血祭を採取

し.これに 131Ⅰ標独サイロキシンを混合後.アガロー

スゲルTE兄泳動後.ェックス線フイルムをあてオートラ

ジオグラムによりTBPAを同定した｡現在まで得られ
たいろいろの椛の P̂Fの迫伝子朔皮と個体数は次の杜
である｡ヒト1.000(73偶休).チンパンジー1.000(3),

クロテナガザル1.000(5).シロテナガザル1.000(29),

シルバーランブール 0.944(9).クロカンムリリ-フモ

ンキー 0.667(3).マンドリル 0.500(1).マントヒヒ

1.000(13).ニホンザル0.000(1,113).ヤクザル0.000

(149).ベニガオザル 1.000(15). ブタオザル 0.949

(39). タイワンザル 0.818(44). アカゲザル 0.864

(224).ボンネットモンキー 0.500(7).カニクイザル

0.904(73),サバンナモンキー1.000(5)であった｡ま

た広朋 完封 (ウイリモンキー (1),チュウペイクモザル

(2),リスザル(12).ヨザル (2).フサオマキザル(5))

および原独効 (オオギャラゴ (5).コモンツパイ ((5))
には雑種蛋白質生産法によって調べた所.TBPAは抜

出されなかった｡TBPAの多型はオナガザル上村(Cer-
copithecoids)の柾のみに3,苦められるが.一般に PAF
の退伝子頻皮が高い｡

しかるにニホンザル.ヤクザルは逆に ZuSに固定さ
れているJ!iはDt!昧探い｡アカザザルの中でもLLJ国産のも

のは P̂Pの加圧が0.771(59)と低いことから,ニホン
ザルは小uほ H木が続いていた時,こ'く少丘の Macaca

I.･iiのサルが渡って釆たため遺伝子の浮動 (drift)によっ

て PASに固定されたとも考えられるO

1) の1回日本比較内分泌学仝大公 (1976.3.蚊1'.1.1lJ-
で究鼓した｡
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